
(57)【要約】

　【課題】本発明は，精巧な形状に被加工材を加工でき

る加工装置を提供すること，特に付加的素子を取り替え

た場合であっても，所定の位置に新たな付加的素子を設

置でき，再度同じ被加工材を加工できる加工装置を提供

することを目的とする。

　【解決手段】

　本発明の加工装置（１）は，被加工材搭載基盤（２）

と，被加工材の位置調整機構部（３）と，付加的素子搭

載基盤（４）と，付加的素子の位置調整機構部（５）と

，傾斜制御機構部（６，７）と，マーキング位置感知機

構部（８）と，接触感知機構部（９）と，位置決め機構

部（１０）と，観測機構部（１１）と，光導入機構部（

１２）と，位置調整機構部（１３）と，光源（１４ａ，

１４ｂ，１４ｃ）と制御部（１５）とを具備する加工装

置に関し，所定の測定系（８，９，１０）によって，付

加的素子と被加工材との位置関係を制御し，さらには光

により二次加工を可能とすることにより上記の課題を解

決する。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を 加 工 す る
た め の 加 工 装 置 で あ っ て ，
　 所 定 箇 所 に マ ー キ ン グ 箇 所 を 有 し ， 前 記 被 加 工 材 を 搭 載 す る た め の 被 加 工 材 搭 載 基 盤 と
，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 前 記 被 加 工 材 の 位 置 を 調 整 す る た
め の 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 を 搭 載 す る た め の 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 付 加 的 素 子 の 位 置 、 及 び 前 記 付
加 的 素 子 と 前 記 被 加 工 材 と の 圧 力 を 調 整 す る た め の 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の マ ー キ ン グ 箇 所 の 位 置 を 感 知 す る た め の マ ー キ ン グ 位 置 感 知
機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ
た 付 加 的 素 子 と が 接 触 し て い る か ど う か を 感 知 す る た め の 接 触 感 知 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ
た 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 計 測 す る た め の 位 置 決 め 機 構 部 と ，
　 前 記 位 置 決 め 機 構 部 に よ っ て 計 測 さ れ た 前 記 被 加 工 材 と 前 記 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置
を 観 測 す る た め の 観 測 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制
御 機 構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 前 記 接 触 感 知 機
構 部 ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 及 び 前 記 観 測 機 構 部 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御
す る た め の 制 御 部 と ，
を 具 備 す る 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を １ 次 加 工
し ， 圧 力 の 印 加 中 ， 又 は そ の 後 に レ ー ザ に よ り ２ 次 加 工 す る た め の 加 工 装 置 で あ っ て ，
　 前 記 被 加 工 材 基 盤 ， 又 は 前 記 被 加 工 材 に 光 を 導 入 す る た め の 光 導 入 機 構 部 と ，
　 前 記 光 導 入 機 構 部 の 位 置 を 調 整 す る た め の 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 光 導 入 機 構 部 に 導 入 さ れ る 光 を 発 生 す る 光 源 と ，
　 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制
御 機 構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 前 記 接 触 感 知 機
構 部 ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 前 記 観 測 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 の 位
置 調 整 機 構 部 及 び 前 記 光 源 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と ，
　 を 具 備 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 マ ー キ ン グ 箇 所 は ， 前 記 被 加 工 材 又 は 前 記 付 加 的 素 子 の 少 な く と も ３ 箇 所 に 設 け ら
れ ，
　 前 記 マ ー キ ン グ 箇 所 が ， 前 記 被 加 工 材 又 は 前 記 付 加 的 素 子 と は 光 学 的 反 射 率 の 異 な る 箇
所 で あ り ，
　 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 は ， 前 記 被 加 工 材 ， 又 は 前 記 付 加 的 素 子 に 前 記 光 導 入 機
構 部 か ら 光 を 照 射 し ， そ の 反 射 像 を Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 上 に 結 像 す る こ と に よ り フ ォ ー カ ス 状 態
を 認 知 し ， こ れ に よ り ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 又 は 前 記 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載
基 盤 又 は 前 記 付 加 的 素 子 の 空 間 位 置 の ず れ を 感 知 し ， 前 記 空 間 位 置 の ず れ に 関 す る 情 報 を
前 記 制 御 部 へ 伝 え ，
　 前 記 制 御 部 は ， 前 期 空 間 位 置 の ず れ に 関 す る 情 報 に 従 っ て ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部
， 及 び 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 の い ず れ か １ つ 以 上 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 又 は 前 記 被 加 工 材 と 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 又 は 前 記 付 加 的 素 子
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の 空 間 位 置 を 平 行 と な る よ う に 制 御 す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 付 加 的 素 子 ， 前 記 被 加 工 材 の い ず れ か 又 は 両 方 は ， 光 透 過 性 を 有 す る 材 料 に よ り 構
成 さ れ る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 は ， エ ア ー ベ ア リ ン グ に よ り 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 水 平 位
置 を 調 整 す る も の で あ る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 は ， ク ロ ス ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ に よ り 付 加 的 素 子 搭 載
基 盤 の 垂 直 位 置 を 調 整 す る も の で あ る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 光 源 は ， 前 記 被 加 工 材 の 加 工 に 用 い ら れ る フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ を 放 射 で き る フ ェ ム ト
秒 レ ー ザ 装 置 を 含 む ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 光 硬 化 性 樹 脂 を 含 む 被 加 工 材 を 加 工 す る た め に 用 い ら れ る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 工 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 微 細 加 工 が 可 能 な 加 工 装 置 に 関 す る 。 よ り 詳 し く 説 明 す る と ， 本 発 明 は ， 精
密 に 位 置 を 制 御 し て 表 面 微 細 加 工 を 施 す こ と が で き ， さ ら に は レ ー ザ 光 に よ り 表 面 加 工 を
す る こ と が で き る 加 工 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 付 加 的 素 子 を 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を 加 工 す る た め
の 加 工 装 置 は 既 に 知 ら れ て い る （ 例 え ば ， 特 開 2004-160647号 公 報 ， 特 開 2004-148494号 公
報 ， 及 び 特 開 2003-109915号 公 報 を 参 照 ） 。 こ れ ら の 加 工 装 置 で は ， 付 加 的 素 子 と 被 加 工
材 と の 位 置 決 め 精 度 が 十 分 で な い の で ， 基 本 的 に は 微 細 な 表 面 形 状 を 有 す る 付 加 的 素 子 を
被 加 工 材 に 押 し 当 て る こ と に よ り 被 加 工 材 の 表 面 形 状 を 加 工 し て い た 。 し か し な が ら ， こ
の よ う な 方 法 で は ， 単 に 付 加 的 素 子 を 押 し 付 け る だ け で 表 面 加 工 を 施 す の で ， 加 工 精 度 が
そ れ ほ ど 高 く な ら な い し ， ま た 微 細 な 表 面 加 工 を 施 そ う と す る と ， 装 置 が 複 雑 に な る と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004-160647号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2004-148494号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2003-109915号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は ， 精 巧 な 形 状 に 被 加 工 材 を 加 工 で き る 加 工 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た ， 本 発 明 は ， 付 加 的 素 子 を 取 り 替 え た 場 合 で あ っ て も ， 所 定 の 位 置 に 新 た な 付 加 的
素 子 を 設 置 で き ， 再 度 同 じ 被 加 工 材 を 加 工 で き る 加 工 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， き わ め て 精 度 よ く 付 加 的 素 子 や 被 加 工 材 の 位 置 を 制 御 す れ ば ， 付
加 的 素 子 を 取 り 替 え て ， 被 加 工 材 の 加 工 を 行 う こ と が で き る と い う 知 見 に 基 づ く も の で あ
る 。 ま た ， 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る
こ と に よ り 被 加 工 材 を 加 工 す る だ け で は な く ， 圧 力 の 印 加 中 又 は ， そ の 後 に レ ー ザ に よ り
所 定 形 状 を 描 画 で き る の で ， よ り 精 巧 な 形 状 に 被 加 工 材 を 加 工 で き る な ど の 知 見 に 基 づ く
も の で あ る 。 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， よ り 詳 細 に は ， 以 下 の 装 置 な ど に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 [1]  付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を 加
工 す る た め の 加 工 装 置 で あ っ て ，
　 所 定 箇 所 に マ ー キ ン グ 箇 所 を 有 し ， 前 記 被 加 工 材 を 搭 載 す る た め の 被 加 工 材 搭 載 基 盤 と
，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 前 記 被 加 工 材 の 位 置 を 調 整 す る た
め の 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 を 搭 載 す る た め の 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 付 加 的 素 子 の 位 置 、 及 び 前 記 付
加 的 素 子 と 前 記 被 加 工 材 と の 圧 力 を 調 整 す る た め の 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 と ，
　 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の マ ー キ ン グ 箇 所 の 位 置 を 感 知 す る た め の マ ー キ ン グ 位 置 感 知
機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ
た 付 加 的 素 子 と が 接 触 し て い る か ど う か を 感 知 す る た め の 接 触 感 知 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ
た 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 計 測 す る た め の 位 置 決 め 機 構 部 と ，
　 前 記 位 置 決 め 機 構 部 に よ っ て 計 測 さ れ た 前 記 被 加 工 材 と 前 記 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置
を 観 測 す る た め の 観 測 機 構 部 と ，
　 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制
御 機 構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 前 記 接 触 感 知 機
構 部 ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 及 び 前 記 観 測 機 構 部 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御
す る た め の 制 御 部 と ，
を 具 備 す る 加 工 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 加 工 装 置 で あ れ ば ， 付 加 的 素 子 と ， 被 加 工 材 と の 位 置 を 精 密 に 制 御 で き る の
で ， 付 加 的 部 材 を 別 の も の に 取 り 替 え て も ， 取 り 替 え る 前 の 付 加 的 部 材 の 位 置 と 同 様 な 位
置 に お い て ， 被 加 工 材 の 加 工 を 行 う こ と が で き る 。 よ っ て ， 本 発 明 の 加 工 装 置 を 用 い れ ば
， 付 加 的 素 子 の 表 面 形 状 を 比 較 的 精 密 に し な く て も ， 精 度 よ く 表 面 加 工 を す る こ と が で き
る 加 工 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 特 に 付 加 的 素 子 の 表 面 形 状 が ２ 次 元 的 で あ っ て も ，
他 の 付 加 的 素 子 と 取 り 替 え て 用 い る こ と に よ り ， ３ 次 元 的 な 加 工 を 施 す こ と が で き る こ と
と な る 。 ま た ， レ ー ザ 変 位 計 な ど を 用 い た 位 置 決 め 機 構 部 に よ り ， 付 加 的 素 子 と ， 被 加 工
材 と の 位 置 を 測 定 し ， そ れ を フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り ， 精 密 に 付 加 的 素 子 と 被 加 工
材 と の 位 置 を 制 御 で き る 。 さ ら に ， マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 に よ り ， 被 加 工 材 の 位 置 や
付 加 的 素 子 と 被 加 工 材 と の 位 置 関 係 を 正 確 に 再 現 で き る の で ， 付 加 的 素 子 を 換 え て も 再 現
性 高 く 加 工 を 施 す こ と と が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 [2]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力
を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を １ 次 加 工 し ， 圧 力 の 印 加 中 又 は ， そ の 後 に レ ー ザ に よ り
２ 次 加 工 す る た め の 加 工 装 置 で あ っ て ，
　 前 記 被 加 工 材 基 盤 ， 又 は 前 記 被 加 工 材 に 光 を 導 入 す る た め の 光 導 入 機 構 部 と ，
　 前 記 光 導 入 機 構 部 の 位 置 を 調 整 す る た め の 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 と ，
　 前 記 光 導 入 機 構 部 に 導 入 さ れ る 光 を 発 生 す る 光 源 と ，
　 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制
御 機 構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 前 記 接 触 感 知 機
構 部 ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 前 記 観 測 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 の 位
置 調 整 機 構 部 及 び 前 記 光 源 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と ，
　 を 具 備 す る 上 記 の 加 工 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-202920 A 2006.8.3



　 こ の よ う な 加 工 装 置 で あ れ ば ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る
こ と に よ り 被 加 工 材 を １ 次 加 工 し ， 圧 力 の 印 加 中 又 は ， そ の 後 に レ ー ザ に よ り ２ 次 加 工 で
き る の で ， さ ら に 精 度 よ く 被 加 工 材 を 加 工 で き る こ と と な る 。 な お ， こ の よ う な 加 工 装 置
で あ っ て も ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材
を １ 次 加 工 し ， そ の 後 ， 付 加 的 素 子 を 別 の も の に 取 り 替 え て 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を
印 加 し ， そ の 後 に レ ー ザ に よ り ２ 次 加 工 を 施 し て も 良 い 。 特 に ２ 次 加 工 用 の レ ー ザ と し て
は ， パ ル ス レ ー ザ が あ げ ら れ ， そ れ に よ れ ば 精 密 な 加 工 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
[3]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 前 記 マ ー キ ン グ 箇 所 は ， 前 記 被 加 工 材 又 は 前 記
付 加 的 素 子 の 少 な く と も ３ 箇 所 に 設 け ら れ ，
　 前 記 マ ー キ ン グ 箇 所 が ， 前 記 被 加 工 材 又 は 前 記 付 加 的 素 子 と は 光 学 的 反 射 率 の 異 な る 箇
所 で あ り ，
　 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 は ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 に 前 記 光 導 入 機 構 部 か ら 光 を
照 射 し ， そ の 反 射 像 を Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 上 に 結 像 す る こ と に よ り フ ォ ー カ ス 状 態 を 認 知 し ， こ
れ に よ り ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 と 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 空 間 位 置 の ず れ を 感 知 し ，
　 前 記 空 間 位 置 の ず れ に 関 す る 情 報 を 前 記 制 御 部 へ 伝 え ，
　 前 記 制 御 部 は ， 前 期 空 間 位 置 の ず れ に 関 す る 情 報 に 従 っ て ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部
， 及 び 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 の い ず れ か １ つ 以 上 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り ，
　 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 と 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 空 間 位 置 を 平 行 と な る よ う に 制 御 す
る ， 上 記 の 加 工 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 こ の よ う に ， マ ー キ ン グ 位 置 を 用 い て 位 置 を 正 確 に 制 御 す る の で ， 付 加 的 素 子 を 取 り
替 え て も 元 の 位 置 を よ り 正 確 に 再 現 で き る 加 工 装 置 を 提 供 で き る こ と と な る 。 な お ， 前 記
被 加 工 材 の マ ー キ ン グ 箇 所 が ， 前 記 被 加 工 材 と は 光 学 的 反 射 率 の 異 な る 箇 所 で あ り ， 前 記
付 加 的 素 子 の マ ー キ ン グ 箇 所 が ， 前 記 付 加 的 素 子 と は 光 学 的 反 射 率 の 異 な る 箇 所 で あ る 。
ま た ， マ ー キ ン グ 箇 所 は ， 好 ま し く は 被 加 工 材 及 び 付 加 的 素 子 の そ れ ぞ れ に ３ 箇 所 以 上 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
[4]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 前 記 付 加 的 素 子 又 は 被 加 工 材 が ， 光 透 過 性 を 有
す る 上 記 の 加 工 装 置 に 関 す る 。 光 透 過 性 で あ れ ば ， 光 学 系 か ら の 光 が 透 過 で き ， 容 易 に 位
置 調 整 を す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 観 点 か ら ， 光 透 過 性 と は ， 観 測 系 で 観 測 で き る だ
け の 光 量 を 透 過 し う る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
[5]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 は ， エ ア ー ベ ア
リ ン グ に よ り 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 水 平 位 置 を 調 整 す る も の で あ る ， 上 記 の 加 工 装 置 で あ る
。 こ れ に よ り ， 精 度 の 高 い 位 置 調 整 を す る こ と が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
[6]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 は ， ク ロ ス ロ
ー ラ ー ベ ア リ ン グ に よ り 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 垂 直 位 置 を 調 整 す る も の で あ る 上 記 の 加 工
装 置 で あ る 。 こ れ に よ り ， 精 度 の 高 い 位 置 調 整 を す る こ と が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
[7]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 前 記 光 源 は ， 前 記 被 加 工 材 の 加 工 に 用 い ら れ る
フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ を 放 射 で き る フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ 装 置 を 含 む 上 記 加 工 装 置 で あ る 。 フ ェ ム
ト 秒 レ ー ザ は ， そ の パ ル ス 周 期 が ， フ ェ ム ト 秒 オ ー ダ ー の レ ー ザ で あ る 。 こ の よ う な レ ー
ザ は ， 物 理 化 学 実 験 な ど に は 用 い ら れ る が ， 高 価 で あ り ， 扱 い が 困 難 で あ る こ と か ら ， 微
細 加 工 用 の 光 源 と し て は ， 用 い ら れ て い な い 。 し か し な が ら ， 本 発 明 で は ， そ の よ う な フ
ェ ム ト 秒 レ ー ザ を あ え て 用 い る 事 に よ り ， 超 微 細 加 工 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
[8]  本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 好 ま し く は ， 光 硬 化 性 樹 脂 を 含 む 被 加 工 材 を 加 工 す る た め に
用 い ら れ る 上 記 の 加 工 装 置 で あ る 。 光 硬 化 性 樹 脂 を 用 い れ ば ， 光 に よ り 被 加 工 材 を 硬 化 さ
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せ ら れ る の で ， 付 加 的 素 子 以 外 に 光 に よ っ て ， 加 工 を 施 す こ と が で き る こ と と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ
り 被 加 工 材 を 加 工 す る だ け で は な く ， 圧 力 を 印 加 中 ， 又 は そ の 後 に レ ー ザ に よ り 所 定 形 状
を 描 画 で き る の で ， 精 巧 な 形 状 に 被 加 工 材 を 加 工 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 精 密 に 位 置 決 め を 行 う の で ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被 加 工 材 に 押 し 付
け ， そ の 後 に レ ー ザ に よ り 所 定 形 状 を 描 画 し て も ， 位 置 ず れ を 防 止 で き る の で ， 精 巧 な 形
状 に 被 加 工 材 を 加 工 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 加 工 装 置 は ， 精 密 に 位 置 決 め を 行 う の で ， 付 加 的 素 子 を 取 り 替 え た 場 合
で あ っ て も ， 所 定 位 置 に 新 た な 付 加 的 素 子 を 設 置 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 ， 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 加 工 装 置 を 説 明 す る 。 図 １ は ， 本 発 明 の 加 工 装 置 の 基 本 構
成 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る と お り ， 本 発 明 の 加 工 装 置 （ １ ） は ， 付 加 的 素 子 を 被 加 工 材 に 押 し 付 け
， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を １ 次 加 工 し ， 圧 力 を 印 加 中 又 は そ の 後 に レ ー ザ に
よ り ２ 次 加 工 す る た め の 加 工 装 置 で あ っ て ， 所 定 箇 所 に マ ー キ ン グ 箇 所 を 有 し ， 前 記 被 加
工 材 を 搭 載 す る た め の 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） と ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ
せ る こ と に よ り 前 記 被 加 工 材 の 位 置 を 調 整 す る た め の 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） と
， 前 記 付 加 的 素 子 を 搭 載 す る た め の 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基
盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 付 加 的 素 子 の 位 置 、 及 び 前 記 付 加 的 素 子 と 前 記 被 加 工 材
と の 圧 力 を 調 整 す る た め の 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） と ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤
の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜
を 制 御 す る た め の 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） と ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の マ ー キ ン グ
箇 所 の 位 置 を 感 知 す る た め の マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 （ ８ ） と ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤
上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と が 接 触 し
て い る か ど う か を 感 知 す る た め の 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） と ， 前 記 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭
載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を
計 測 す る た め の 位 置 決 め 機 構 部 （ １ ０ ） と ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 に よ っ て 計 測 さ れ た 前 記
被 加 工 材 と 前 記 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 観 測 す る た め の 観 測 機 構 部 （ １ １ ） と ， 前 記
被 加 工 材 基 盤 ， 又 は 前 記 被 加 工 材 に 光 を 導 入 す る た め の 光 導 入 機 構 部 （ １ ２ ） と ， 前 記 光
導 入 機 構 部 の 位 置 を 調 整 す る た め の 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 （ １ ３ （ 図 ２ 参 照 ） ）
と ， 前 記 光 導 入 機 構 部 に 導 入 さ れ る 光 を 発 生 す る 光 源 （ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ） と ， 前
記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 第 １ の 傾 斜 制 御 機
構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 前 記 接 触 感 知 機 構 部
， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 前 記 観 測 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調
整 機 構 部 及 び 前 記 光 源 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 （ １ ５ ）
と ， を 具 備 す る 。 な お ， 図 １ に お い て ， ２ ０ は ， リ モ ー ト シ ャ ッ タ ー を 示 し ， ２ １ は ， ミ
ラ ー な ど の 光 学 系 を 示 し ， ２ ２ は ， 光 路 の 例 を 示 し ， ２ ３ は ， 光 フ ァ イ バ を 示 し ， ２ ３ ａ
は 可 視 光 用 の 光 フ ァ イ バ を 示 し ， ２ ３ ｂ は 紫 外 線 用 の 光 フ ァ イ バ を 示 し ， ２ ４ は 制 御 部 か
ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， ス テ ー ジ の 位 置 な ど を 制 御 す る ス テ ー ジ コ ン ト ロ ー ラ を 示 し ， ２
５ は 土 台 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は ， 本 発 明 の 加 工 装 置 の 主 要 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） は ，
被 加 工 材 を 搭 載 す る た め の 基 盤 で あ る 。 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 表 面 形 状 は ， 平 滑 で あ
る こ と が 好 ま し い 。 被 加 工 材 は ， た と え ば 後 述 す る よ う に 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） に 真 空
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引 き 口 （ ３ １ ） か ら 吸 引 す る こ と に お り エ ア ー チ ャ ッ ク さ れ る こ と に よ り 搭 載 さ れ ， 固 定
さ れ る 。 エ ア ー チ ャ ッ ク と は ， 所 定 の 部 材 を 吸 引 す る こ と に よ り ， 空 気 の 力 を 用 い て 所 定
の 部 材 を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 被 加 工 材 は マ ー キ ン グ 箇 所 を 有 す る 。 マ ー キ ン グ （ ３ ２ ） は ， マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構
部 が そ の 位 置 を 感 知 す る こ と に よ り 被 加 工 材 又 は 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 を 感 知 す る た め
の も の で あ る 。 マ ー キ ン グ の 材 質 は ， 金 属 薄 膜 な ど が あ げ ら れ る 。 マ ー キ ン グ は ， 金 属 薄
膜 （ パ タ ー ン ） を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 製 造 で き る 。 マ ー キ ン グ の 数 は ， ３ カ 所 以 上
が 好 ま し く ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の 四 隅 な ど に 設 け ら れ る 。 マ ー キ ン グ の 大 き さ は ， 直 径
２ ミ ク ロ ン （ 程 度 ） の 円 ， 長 辺 が ２ ミ ク ロ ン の 四 角 ， 十 字 な ど が あ げ ら れ る 。 マ ー キ ン グ
と 被 加 工 材 の 光 透 過 率 の 比 は ， 屈 折 率 差 が 0.1以 上 の も の が あ げ ら れ る 。 こ れ に よ り ， マ
ー キ ン グ 箇 所 と 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ 箇 所 以 外 の 部 分 と を 光 学 的 に 区 別 で き る 。 マ ー キ ン
グ 箇 所 は ， 後 述 の マ ー キ ン グ 位 置 感 知 部 に よ っ て 観 測 さ れ ， 各 基 盤 の 位 置 あ わ せ な ど に 利
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お ， マ ー キ ン グ 箇 所 は ， 付 加 的 素 子 に も 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 ，
付 加 的 素 子 側 の マ ー キ ン グ 箇 所 （ ３ ３ ） に は ， 前 記 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ 箇 所 （ ３ ２ ） に
対 応 し た 領 域 に つ い て 光 が 透 過 す る よ う に さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る こ
と で ， 付 加 的 素 子 と 被 加 工 材 と の 位 置 が 所 定 の 位 置 関 係 に あ る 場 合 に の み マ ー キ ン グ 箇 所
を 通 じ て ， 被 加 工 材 側 の マ ー キ ン グ 箇 所 （ ３ ２ ） に 光 が 到 達 し ， そ こ で 反 射 さ れ ， 再 度 マ
ー キ ン グ 箇 所 （ ３ ３ ） を 通 じ て 光 が 観 測 さ れ る こ と に な る 。 よ っ て ， 付 加 的 素 子 と 被 加 工
材 と の 位 置 あ わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と
に よ り 前 記 被 加 工 材 の 位 置 を 調 整 す る た め の 部 材 で あ る 。 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ３
） は ， 特 に 水 平 方 向 に 精 度 を 持 っ て 位 置 を 調 整 で き る の で ， 本 明 細 書 に お い て “ 精 密 XY移
動 ス テ ー ジ 機 構 部 ” と も い う 。 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） の 材 質 は ， シ リ コ ン カ ー バ イ ド セ ラ
ミ ッ ク ， ア ル ミ ， ス チ ー ル ， 黄 銅 ,グ ラ ナ イ ド が あ げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 小 熱 膨 脹 、
高 剛 性 、 質 量 、 加 工 性 （ ヤ ン グ モ ジ ュ ー ル 値 ： 210Gpa、 熱 膨 張 ： 5x10 - 6 、 密 度 ： 2.7g/cm 3

） の 観 点 か ら ， シ リ コ ン カ ー バ イ ド セ ラ ミ ッ ク が 好 ま し い 。 シ リ コ ン カ ー バ イ ド セ ラ ミ ッ
ク と は ， シ リ コ ン と カ ー バ イ ド と か ら な る セ ラ ミ ッ ク ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と が で き る も
の で あ れ ば よ く ， 特 に 限 定 さ れ な い 。 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） と し て ， ス テ ー ジ 本 体 を 完 全
浮 遊 さ せ リ ニ ア モ ー タ を 使 用 す る エ ア ー ベ ア リ ン グ 方 式 に よ り 位 置 を 調 整 す る も の が あ げ
ら れ る 。 エ ア ー ベ ア リ ン グ 方 式 に よ る 位 置 制 御 機 構 部 と は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） を 空
気 上 に 浮 か せ 周 囲 の 空 気 を 調 整 す る こ と に よ り 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 位 置 を 微 調 整 す
る た め の 機 構 で あ る 。 本 発 明 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） に お い て ， ス テ ー ジ の 位 置 を 制 御 す
る 方 式 と し て ， エ ア ー プ レ ッ シ ャ ー デ プ レ シ ャ ー 方 式 が あ げ ら れ る 。 エ ア ー プ レ ッ シ ャ ー
デ プ レ シ ャ ー 方 式 と は ， ス テ ー ジ の 周 囲 の 空 気 を 調 整 す る こ と に よ り 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （
２ ） の 位 置 を 微 調 整 す る 方 式 で あ る 。 エ ア ー ベ ア リ ン グ に お け る ス ト ロ ー ク と し て ， 10mm
× 10mm～ 1000mm× 1000mmが あ げ ら れ ， 好 ま し く は 30mm× 30mm～ 1000mm× 1000mmで あ り ， よ
り 好 ま し く は 300mm× 300mm～ 500mm× 500mm（ よ り 具 体 的 に は 345mm× 310mm） で あ る 。 空 気
容 器 部 分 を 大 き く し ， 磁 場 を 大 き く と る こ と に よ り ， こ の よ う な ス ト ロ ー ク を 得 る こ と が
で き る 。 よ り 精 密 に 位 置 を 制 御 す る た め に エ ン コ ー ダ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 エ ン コ ー
ダ は ， た と え ば 4μ m以 下 の 光 学 式 ス ケ ー ル エ ン コ ー ダ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で ，
エ ン コ ー ダ と は ， 光 学 的 ガ ラ ス ス ケ ー ラ ー を 意 味 し 、 絶 対 位 置 を 位 置 決 め 測 定 す る も の と
し て 機 能 す る 。 光 学 的 ガ ラ ス ス ケ ー ラ ー は ， 精 密 に エ ッ チ さ れ た 格 子 の つ い た ガ ラ ス ス ケ
ー ル を 意 味 し ， 絶 対 位 置 を 位 置 決 め 測 定 す る も の と し て 機 能 す る 。 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ）
の 駆 動 モ ー タ と し て ， 非 磁 性 リ ニ ア モ ー タ が あ げ ら れ る 。 フ ッ ト プ リ ン ト は ， 幅 1250mm以
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下 × 奥 行 き 900mm以 下 × 高 さ 750mm以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で フ ッ ト プ リ ン ト と は
， 土 台 を 意 味 し ， 置 調 整 機 構 部 な ど を 取 り 付 け る も の と し て 機 能 す る 。 ス テ ー ジ 部 分 の 重
量 は ， 550kg以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 エ ア ー ベ ア リ ン グ に お い て ， 圧 力 が 0.5Mpa以 下
で あ れ ば ， 位 置 調 整 機 構 部 が 浮 遊 せ ず ， 0.5Mpa以 上 で あ れ ば 位 置 調 整 機 構 部 が 浮 遊 し 移 動
制 御 可 能 で あ る 。 し た が っ て ， 空 気 部 分 の 圧 力 と し て 0.5Mpa以 上 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 加 工 装 置 で は ， 基 盤 （ ２ ） 上 の マ ー キ ン グ 箇 所 を 認 識 す る こ と に よ っ て ± 10～
± 100nm， 好 ま し く は ± 10～ ± 80nm， よ り 好 ま し く は ± 10～ ± 20nmの 再 現 精 度 で 半 自 動 位
置 決 め ア ラ イ メ ン ト を 行 う こ と が で き る 。 精 密 XY移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 は 、 20mm四 方 の 範 囲
以 上 の 基 盤 の 位 置 を も 調 整 で き る 。 さ ら に ， 40nm以 下 の 分 解 能 で 基 盤 の 位 置 決 め を 行 う こ
と も で き る 。 本 発 明 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） は ， 光 学 顕 微 鏡 方 式 の マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機
構 部 ８ ８ ） に よ る 搭 載 の 移 動 ス テ ー ジ 機 構 と い う 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り ， こ の よ う な
位 置 決 め 精 度 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） は ， 制 御 部 （ １ ５ ） か ら の 制 御 信 号 を 受 け た ス テ ー ジ コ ン ト ロ ー
ラ （ ２ ４ ） か ら の 位 置 制 御 信 号 に 従 っ て ， そ の 位 置 を 制 御 す る 。 こ れ に よ り ， 被 加 工 材 位
置 を 制 御 で き る 。 な お ， こ れ ら の 制 御 信 号 に つ い て は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の マ ー キ
ン グ 箇 所 の 位 置 を 観 測 し て ， そ の 観 測 情 報 を 制 御 部 （ １ ５ ） に 入 力 し ， そ の 情 報 に 従 っ て
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お ， 土 台 ２ ５ の 材 質 と し て グ ラ ナ イ ト ， 又 は ス チ ー ル 製 ハ ニ カ ム 構 造 ブ レ ッ ド ボ ー ド
が あ げ ら れ る 。 グ ラ ナ イ ト と は ， 熱 膨 張 係 数 、 熱 伝 導 率 の 低 い こ と が 特 徴 の 石 材 を 意 味 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） は ， 付 加 的 素 子 （ ３ ４ ） を 搭 載 す る た め 基 盤 で あ る 。 付 加 的
素 子 は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） に 吸 引 口 （ ３ ６ ） か ら 吸 引 す る こ と に よ り エ ア ー チ ャ
ッ ク さ れ る こ と に よ り 搭 載 さ れ ， 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に
よ り 付 加 的 素 子 の 位 置 、 及 び 前 記 付 加 的 素 子 と 前 記 被 加 工 材 と の 圧 力 を 調 整 す る た め 位 置
調 整 機 構 部 で あ る 。 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 特 に 垂 直 方 向 に 精 度 を 持 っ て
位 置 を 調 整 で き る の で ， 本 明 細 書 に お い て “ 精 密 Z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 ” と も い う 。 位 置
調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と が で き ， 被 加 工
材 に 付 加 的 素 子 を 押 し 当 て る こ と に よ り ， 付 加 的 素 子 の 表 面 形 状 を 被 加 工 材 へ 転 写 で き る
も の で あ れ ば よ く ， 特 に 限 定 さ れ な い 。 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 後 述 の 制 御 部 （ １ ５ ）
と 電 気 的 に 連 結 さ れ て お り ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ）
の 位 置 を 調 整 で き る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） の 位 置 制 御 機 構 と し て ， い わ ゆ る ク ロ ス ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ 方 式
に よ る も の が あ げ ら れ る 。 ク ロ ス ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ 方 式 に よ る 位 置 制 御 機 構 部 と は ， 線
接 触 ロ ー ラ ー を 具 備 し ， 耐 荷 重 性 と 剛 性 を 硬 度 に 保 っ た ま ま 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） の
位 置 を 微 調 整 す る た め の 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 具 体 的 な ベ ア リ ン グ 方 式 と し て ， バ ッ ク ラ ッ シ ュ な し の ボ ー ル ス ク リ ュ ー を 用 い る も の
が あ げ ら れ る 。 サ ー ボ 系 の 駆 動 モ ー タ と し て ， た と え ば DCモ ー タ を 用 い れ ば よ い 。 エ ン コ
ー ダ と し て ， リ ニ ア エ ン コ ー ダ を 用 い る も の が あ げ ら れ る 。 ま た ， 本 発 明 の 精 密 Z移 動 ス
テ ー ジ 機 構 部 は ， 十 分 に 付 加 的 素 子 を 移 動 で き る よ う に ， ス ト ロ ー ク を 100mm以 上 と な る
よ う に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 上 記 の よ う な ク ロ ス ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ 方 式 を 採 用
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し 位 置 を 制 御 で き る の で ， 好 ま し く は 分 解 能 40nm以 下 で 被 加 工 材 に 接 近 、 接 触 、 及 び 加 圧
で き る 。 ま た ， 本 発 明 の 精 密 Z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 は ， 付 加 的 素 子 を 順 次 交 換 す る 場 合 に
も 利 用 可 能 な こ と が 好 ま し い の で ， 好 ま し く は 付 加 的 素 子 を 変 え て も ± 50nm以 下 の 再 現 性
を 持 っ て ， 新 た な 付 加 的 素 子 を 設 置 で き る も の が あ げ ら れ る 。 な お ， 好 ま し く は ± 2μ m以
下 の 位 置 決 め 精 度 を 達 成 で き る も の で あ る 。 本 発 明 の 精 密 Z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 は ， 様 々
な 形 態 、 材 質 の 付 加 的 素 子 を 設 置 す る こ と が で き る も の が 望 ま し い の で ， 好 ま し く は 20kg
以 上 の 耐 重 量 を 達 成 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） は ， 制 御 部 （ １ ５ ） か ら の 制 御 信 号 を 受 け た ス テ ー ジ コ
ン ト ロ ー ラ （ ２ ４ ） か ら の 位 置 制 御 信 号 に 従 っ て ， そ の 位 置 を 制 御 す る も の で あ る 。 こ れ
に よ り ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） や ， 付 加 的 素 子 の 位 置 を 制 御 で き る 。 な お ， こ れ ら の
制 御 信 号 に つ い て は ， 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ （ ３ ２ ） の 位 置 を 観 測 し て ， そ の 観 測 情 報 を
制 御 部 （ １ ５ ） に 入 力 し ， そ の 情 報 に 従 っ て 制 御 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る た め 機 構 部 分 で あ
る 。 よ り 具 体 的 に は ， 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 対 す る 被 加
工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 傾 斜 を 調 整 し ， 制 御 す る た め 機 構 部 分 で あ る 。 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構
部 （ ６ ） と し て ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 傾 斜 を 制 御 で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） と し て ， 後 述 の 制 御 部 （ １ ５ ） と 電 気 的 に
連 結 さ れ て お り ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 （ ２ ） の 傾 斜 を 調 整
で き る も の が 好 ま し い 。 ま た ， そ の 調 整 方 向 と し て は ， ３ 軸 ス テ ー ジ 機 構 （ あ ら ゆ る 軸 方
向 に つ い て 角 度 を 調 整 で き る 機 構 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の た め ， 本 明 細 書 で は ， 傾
斜 制 御 機 構 部 を “ θ θ θ 傾 斜 補 正 機 構 部 ” と も い う 。 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 は ， 後 述 の と
お り 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ 箇 所 を マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 （ ８ ） で 焦 点 調 整 す る こ と に
よ り 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， 例 え ば ， 高 精 度 微 調 ス ク リ ュ ー に よ っ て 構 成 さ れ ， 前 記 の 制
御 信 号 に 基 づ い て 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ （ ３ ２ ） を マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 （ ８ ） で 焦
点 調 整 す る こ と に よ り 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る も の が あ げ ら れ る 。 高 精 度 微 調
ス ク リ ュ ー を 駆 動 す る モ ー タ と し て ， パ ル ス モ ー タ が あ げ ら れ る 。 パ ス ル モ ー タ と は ， 電
気 信 号 パ ル ス を モ ー タ 部 に 送 る こ と に よ り モ ー タ を パ ル ス 相 当 分 回 転 さ せ る モ ー タ で あ る
。 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， リ ミ ッ ト ス イ ッ チ が 設 け ら れ る も の が 好 ま し い 。 リ ミ ッ ト ス
イ ッ チ と ス ト ロ ー ク エ ン ド メ カ ニ カ ル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ が 好 ま し い 。 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ と
は ， 設 置 以 上 に 傾 斜 機 構 部 が 移 動 し な い た め の 制 御 停 止 自 動 ス イ ッ チ で あ る 。 ス ト ロ ー ク
エ ン ド メ カ ニ カ ル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ と は ， 移 動 限 界 位 置 を 越 え て 傾 斜 機 構 部 が 移 動 し な い
た め の 制 御 停 止 自 動 ス イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 高 精 度 な 平 行 調 整 を 行 う た め に 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） の 各 軸 の 分 解 能 は ， 1× 10 - 1 0 rad
～ 1× 10 - 5 radで あ る こ と が 好 ま し く ， 費 用 対 効 果 の 観 点 か ら 1× 10 - 7 rad～ 1× 10 - 6 radで あ
れ ば よ り 好 ま し い 。 本 発 明 の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， 高 精 度 微 調 ス ク リ ュ ー と そ れ を 駆
動 す る 電 動 ア ク チ ュ エ ー タ ー と い う 構 成 を 備 え る の で ， こ の よ う な 高 精 度 な 分 解 能 を 得 る
こ と が で き る 。 各 軸 方 向 へ ± 1° 以 上 ， 好 ま し く は ± 2° 変 位 さ せ る こ と が で き る も の が 好
ま し い 。 本 発 明 の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） は ， 高 精 度 微 調 ス ク リ ュ ー に よ る 電 動 ア ク チ ュ エ
ー タ ー と い う 構 成 を 備 え る の で ， 直 進 精 度 を 担 保 し つ つ 大 き な 変 位 を え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 傾 斜 補 正 は ， 例 え ば 、 被 加 工 材 搭 載 基 盤 に 光 を 照 射 し ， 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ （ 例 え ば
４ カ 所 ） の 反 射 像 を ， 例 え ば ， 対 物 レ ン ズ の よ う な 光 導 入 機 構 部 （ １ ２ ） を 介 し て ， Ｃ Ｃ
Ｄ カ メ ラ （ ４ ０ ） に よ っ て 焦 点 認 知 す る 。 そ し て ， そ の 際 に 得 ら れ る 位 置 情 報 を フ ィ ー ド
バ ッ ク し て ３ 軸 ス テ ー ジ を そ れ ぞ れ 調 整 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 （ ４ ） の 傾 斜 を 制 御 す る た め の 機
構 部 分 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は ， 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 に 対
す る 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 調 整 し ， こ れ ら の 基 盤 が 平 行 に な る よ う に 制 御 す る た め
機 構 部 分 で あ る 。 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） と し て ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御
で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） と し て ，
後 述 の 制 御 部 （ １ ５ ） と 電 気 的 に 連 結 さ れ て お り ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 付 加
的 素 子 搭 載 基 盤 の 傾 斜 を 調 整 で き る も の が 好 ま し い 。 ま た ， そ の 調 整 方 向 と し て は ， ３ 軸
ス テ ー ジ 機 構 （ あ ら ゆ る 軸 方 向 に つ い て 角 度 を 調 整 で き る 機 構 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。
こ の 点 に つ い て は ， 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ６ ） と 同 様 で あ り ， 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （
６ ） と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 （ ７ ） の 各 軸 の 各 分 解 能 は ， 高 精 度 な 平 行 調 整 を 行 う た め に は ，
1× 10 - 1 0 rad～ 1× 10 - 5 radで あ る こ と が 好 ま し く ， 費 用 対 効 果 の 観 点 か ら 1× 10 - 7 rad～ 1×
10 - 6 radで あ れ ば よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 傾 斜 補 正 は ， 例 え ば 、 被 加 工 材 搭 載 基 盤 に 光 を 照 射 し ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の マ ー キ ン
グ 箇 所 （ 例 え ば ４ カ 所 ） の 反 射 像 を ， 例 え ば ， 対 物 レ ン ズ の よ う な 光 導 入 機 構 部 （ １ ２ ）
を 介 し て ， Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ に よ っ て 焦 点 認 知 す る 。 そ し て ， そ の 際 に 得 ら れ る 位 置 情 報 を フ
ィ ー ド バ ッ ク し て ３ 軸 ス テ ー ジ を そ れ ぞ れ 調 整 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 （ ８ ） は ， 被 加 工 材 の マ ー キ ン グ （ ２ ｂ ） の 位 置 を 感 知 す る
た め の 機 構 部 分 で あ る 。 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 （ ８ ） は ， た と え ば ， 対 物 レ ン ズ の よ
う な 光 導 入 機 構 部 （ １ ２ ） か ら と 照 明 用 光 源 （ １ ４ ａ ） か ら の 光 を 照 射 し ， 反 射 さ れ る 光
を Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ４ ０ ） に よ り 観 測 し ， 観 測 機 構 部 （ １ １ ） に よ っ て 焦 点 調 整 を す る こ と
に よ り ， マ ー キ ン グ 箇 所 の 位 置 を 観 察 ｓ ｉ ， こ れ に よ り マ ー キ ン グ 箇 所 の 位 置 を 感 知 す る
も の が あ げ ら れ る 。 対 物 レ ン ズ と し て ， 長 作 動 距 離 対 物 レ ン ズ （ × 100, 作 動 距 離 13mm以
上 ） が あ げ ら れ る 。 ま た Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ と し て ， 90万 画 素 以 上 の も の を 用 い る こ と が 好 ま し
い 。 こ の よ う な 光 源 と し て 照 明 用 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ を 用 い る 物 が あ げ ら れ ， 光 フ ァ イ バ ー に
よ る 入 射 光 学 系 （ ２ ３ ａ ） に よ り 光 を 導 入 す れ ば よ い 。 な お Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ は 、 結 像 調 整 用
に XY軸 移 動 ス テ ー ジ に 装 置 さ れ て い て も よ い 。 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ で 得 ら れ た 結 像 情 報 は 、 好 ま
し く は ， XYZ位 置 決 め と 傾 斜 補 正 時 の パ ラ メ ー タ ー と し て フ ィ ー ド バ ッ ク し 、 各 種 高 精 度
ス テ ー ジ 機 構 部 の コ ン ト ロ ー ル の 際 に 用 い ら れ る 。 な お Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 又 は 光 学 系 は ， X,Y,
Z方 向 に 移 動 で き る よ う に さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る た め に ， X,Y,Z方 向
に 移 動 で き る 部 位 に Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ を 取 り 付 け ， そ の 部 位 の 位 置 を 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 な
ど に よ り 制 御 す れ ば よ い 。 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 が 感 知 し た 情 報 は ， 制 御 部 （ １ ５ ）
に 伝 え ら れ ， 各 種 制 御 （ 例 え ば ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 制 御 な ど ） に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的 素
子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と が 接 触 し て い る か ど う か を 感 知 す る た め の 機 構 部 分
で あ る 。 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） は ， た と え ば 被 加 工 材 搭 載 基 盤 か ら の 圧 力 を 計 測 す る 圧 力
セ ン サ が あ げ ら れ 。 圧 力 セ ン サ に よ り 付 加 的 素 子 の 接 触 圧 力 を 測 定 す る も の が あ げ ら れ る
。 圧 力 セ ン サ は ， 例 え ば ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 に 3箇 所 （ 又 は 4箇 所 ） 取 り 付 け ら れ る こ と が
好 ま し い 。 圧 力 セ ン サ の 感 度 と し て ± 25gが あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） は ， 被 加 工 材 固 定 部 に 圧 力 セ ン サ を 搭 載 す る こ と に よ り ， 被 加 工
材 と ， 付 加 的 素 子 と の 接 触 圧 を 感 知 し ， 感 知 し た 情 報 を 制 御 部 （ １ ５ ） へ 送 信 す る 。 制 御
部 は ， そ の 情 報 に 基 づ い て ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 位 置 調 整 機 構 部 へ ， 付 加 的 素 子 搭 載 基
盤 の 位 置 を 制 御 す る 。 な お ， 付 加 的 素 子 へ 加 え ら れ る 圧 力 と し て ， １ ０ ｇ ／ ｃ ｍ 2 ～ １ ｋ
ｇ ／ ｃ ｍ 2 が あ げ ら れ ， 好 ま し く は ３ ０ ／ ｃ ｍ 2 ～ ０ ． ５ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 な お ， 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） 自 体 か ， 又 は 前 記 接 触 感 知 機 構 部 （ ９ ） に 加 え て ， 被 加 工
材 搭 載 基 盤 と 接 触 す る 部 位 に 温 度 調 整 機 構 を 具 備 し ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 や 被 加 工 材 の 温 度
を 調 整 す る こ と が で き る も の が 好 ま し い 。 温 度 調 整 機 構 の 温 度 情 報 は ， 制 御 部 （ １ ５ ） か
ら の 制 御 信 号 に よ っ て 温 度 調 整 機 構 に 伝 え ら れ ， そ れ に よ り 調 整 さ れ る 。 被 加 工 材 搭 載 基
盤 は 、 温 度 調 整 で き る こ と が 好 ま し い 。 こ の た め ， 温 度 制 御 ヒ ー タ ー を 具 備 す る こ と に よ
り 0℃ ～ 200℃ の 範 囲 で 0.5℃ の 精 度 で コ ン ト ロ ー ル で き る 機 構 が 備 わ っ て い る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 位 置 決 め 機 構 部 （ １ ０ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 前 記 付 加 的
素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 計 測 す る た め の 機 構 部 分 で あ る 。
こ こ で 空 間 的 位 置 と は ， 被 加 工 材 と 付 加 的 素 子 に あ ら か じ め 付 け た マ ー キ ン グ 箇 所 を 同 軸
上 に 設 置 し た 後 、 そ の 距 離 の 位 置 合 わ せ で あ る 。 具 体 的 に は ， 精 密 XY移 動 ス テ ー ジ 機 構 部
表 面 位 値 と 精 密 z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 位 値 及 び 距 離 を 高 分 解 能 で 計 測 し ， 制 御 部 （ １ ５ ）
へ 情 報 を 伝 え ， そ の 情 報 を も と に ， 制 御 部 は 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） や 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構
部 （ ７ ） な ど を 制 御 す る 。 測 定 精 度 は 、 10nm以 下 の 分 解 能 で あ る こ と が 好 ま し く 、 そ の た
め に 位 置 決 め 機 構 部 （ １ ０ ） は ， レ ー ザ 変 位 計 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 レ ー ザ 変 位
計 は 、 好 ま し く は 精 密 z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 に 固 定 さ れ て お り 、 精 密 XY移 動 ス テ ー ジ 機 構
部 表 面 か ら の レ ー ザ 反 射 光 を 検 出 す る こ と で 、 距 離 の 変 位 を 測 定 す る こ と が で き る も の が
好 ま し い 。 ま た 、 接 触 感 知 機 構 か ら の 信 号 に 対 し て 原 点 決 め を 行 う こ と に よ っ て 、 精 密 z
移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 に 固 定 さ れ た 付 加 的 素 子 表 面 と 精 密 XY移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 上 の 被 加 工
材 表 面 と の 間 隔 を 高 精 度 で 実 測 す る こ と が で き る も の が 好 ま し い 。 ま た 、 平 行 度 も 常 に 検
知 で き る よ う に 、 位 置 決 め 機 構 部 （ １ ０ ） は 、 精 密 z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 の 対 極 位 値 に ２
カ 所 以 上 拡 張 し 設 置 が 可 能 で あ る こ と が 好 ま し く ， さ ら に 粗 移 動 を す る こ と が で き る よ う
に 小 型 ｚ 軸 ス テ ー ジ （ １ ０ ａ ） を 介 し て 固 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 観 測 機 構 部 （ １ １ ） は ， 位 置 決 め 機 構 部 に よ っ て 計 測 さ れ た 前 記 被 加 工 材 と 前 記 付 加 的
素 子 と の 空 間 的 位 置 を な ど 観 測 す る た め の 任 意 の 機 構 部 分 で あ る 。 観 察 機 構 部 は 、 位 置 感
知 機 構 部 の 設 備 と 機 能 を 共 有 し 、 好 ま し く は 試 料 作 製 時 に リ ア ル タ イ ム で 状 況 を モ ニ タ で
き る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う な 観 測 機 構 部 の 例 と し て ， 対 物 レ ン ズ な ど の 光 導 入 部 （
１ ２ ） に お い て ， 焦 点 が 合 う よ う に Ｚ 方 向 に 移 動 可 能 な も の が あ げ ら れ る 。 こ の 観 測 機 構
部 （ １ １ ） は ， 好 ま し く は 制 御 部 （ １ ５ ） と 連 結 さ れ ， Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ４ ０ ） な ど の 情 報
が 制 御 部 に 入 力 さ れ ， そ の 情 報 に 基 づ い て 観 測 機 後 部 が 移 動 し ， 自 動 的 に 焦 点 調 整 が な さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 光 導 入 機 構 部 （ １ ２ ） は ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 ， 又 は 前 記 被 加 工 材 に 光 を 導 入 す る た め の
機 構 部 分 で あ る 。 光 導 入 機 構 部 は 、 観 察 用 の 照 明 ラ ン プ （ １ ４ ａ ） 、 紫 外 線 照 明 ラ ン プ （
１ ４ ｂ ） 、 お よ び パ ル ス レ ー ザ な ど の 光 源 （ １ ４ ｃ ） か ら 発 す る 光 を 被 加 工 材 へ 導 入 す る
た め の 部 位 で あ る 。 光 導 入 機 構 部 は ， た と え ば ， 穴 ， １ 又 は 複 数 の 対 物 レ ン ズ に よ り 構 成
さ れ る も の が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 観 察 用 の 照 明 ラ ン プ と 紫 外 線 照 明 ラ ン プ は 、 同 軸 系 と し 、 パ ル ス レ ー ザ 用 の 光 学 軸 は 、
単 独 系 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 光 学 軸 は 、 試 料 面 に 対 し て 垂 直 に 入 射 で き る よ う
に ミ ラ ー な ど の 光 学 系 を 調 整 で き る よ う に さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 機 能 を
達 成 す る た め ミ ラ ー や フ ィ ル タ ー 類 な ど の 光 学 系 は 、 微 調 整 光 学 マ ウ ン ト に 固 定 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 こ れ ら の 光 学 部 品 で 光 の 経 路 が 妨 げ ら れ な い よ う に 調 整 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 レ ー ザ 光 導 入 系 に は 、 リ モ ー ト シ ャ ッ タ ー が 備 わ っ て い る こ
と が 好 ま し く ， リ モ ー ト シ ャ ッ タ ー に よ れ ば レ ー ザ 光 の 照 射 と 遮 断 を 容 易 に 切 り 替 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 （ １ ３ ） は ， 光 導 入 機 構 部 の 位 置 を 調 整 す る た め の 機 構
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部 分 で あ る 。 な お ， 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 （ １ ３ ） は ， あ る 一 定 の 位 置 に 光 導 入
部 が 固 定 さ れ る よ う に そ の 位 置 を 調 整 す る も の で あ っ て も 良 い し ， 光 導 入 機 構 部 が 移 動 可
能 な よ う に 調 整 で き る も の で あ っ て も 良 い 。 後 者 の 場 合 は ， 例 え ば ， 制 御 部 （ １ ５ ） か ら
の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 光 導 入 機 構 部 の 位 置 を 制 御 で き る も の が あ げ ら れ る 。 光 導 入 機 構 部
の 位 置 調 整 機 構 部 は 好 ま し く は ， Ｘ Ｙ 方 向 に 光 導 入 機 構 部 の 位 置 を 制 御 す る も の が あ げ ら
れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 光 源 （ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ） は ， 光 導 入 機 構 部 に 導 入 さ れ る 光 を 発 生 す る た め の 装
置 で あ る 。 被 加 工 材 の 加 工 用 の 光 源 と し て ， フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ が あ げ ら れ る 。 フ ェ ム ト 秒
レ ー ザ と は ， パ ル ス 光 の パ ル ス 幅 が フ ェ ム ト 秒 オ ー ダ ー で あ る レ ー ザ を 意 味 す る 。 こ の よ
う な レ ー ザ の 周 期 と し て ， １ ０ ０ フ ェ ム ト 秒 が あ げ ら れ る 。 ま た ， フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ は ，
モ ー ド ロ ッ ク チ タ ン サ フ ァ イ ヤ レ ー ザ ー な ど を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 制 御 部 （ １ ５ ） は ， 前 記 被 加 工 材 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 前 記 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部
， 前 記 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 前 記 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構
部 ， 前 記 接 触 感 知 機 構 部 ， 前 記 位 置 決 め 機 構 部 ， 前 記 観 測 機 構 部 ， 前 記 光 導 入 機 構 部 ， 前
記 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部 及 び 前 記 光 源 の う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御 す
る た め の も の で あ る 。 通 常 は コ ン ピ ュ ー タ や サ ー バ な ど 制 御 部 と し て 機 能 す る 。 本 装 置 の
制 御 は 、 １ 台 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー と 専 用 の ソ フ ト ウ ェ ア 、 お よ び す べ て の 自 動 式
ス テ ー ジ と セ ン サ 類 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ で 行 う こ と が で き る 。 本 発 明 の 制 御 部 は ， 例
え ば 測 定 系 （ ８ ， ９ ， １ ０ ） か ら の 情 報 と ， 入 力 さ れ た 制 御 情 報 を も と に 各 機 構 部 の 動 作
を 制 御 す る 。 例 え ば ， 付 加 的 素 子 と ， 被 加 工 材 と の 圧 力 が ， 100g/cm 2 ～ 150g/cm 2 の 範 囲 内
と 設 定 さ れ た 場 合 ， 接 触 感 知 機 構 部 か ら の 圧 力 情 報 に 基 づ い て ， 位 置 調 整 機 構 部 （ ５ ） の
位 置 を 制 御 す れ ば よ い 。 ま た ， 光 に よ り 2次 加 工 を 施 す 場 合 は ， 予 め 位 置 調 整 機 構 部 （ １
３ ） ， 位 置 調 整 機 構 部 （ ３ ） ， 又 は 観 察 機 構 部 （ １ １ ） の 位 置 調 整 情 報 を 記 憶 さ せ ， 制 御
部 か ら そ れ ら の 機 構 部 に 制 御 信 号 を 伝 え る こ と に よ り 所 定 の 動 作 を さ せ ， そ れ に よ り 光 に
よ っ て 2次 加 工 を 施 せ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 付 加 的 素 子 は ， 被 加 工 材 に 押 し 当 て ら れ ， そ れ に よ り 被 加 工 材 に 所 定 の 形 状 を 転 写 す る
た め の 素 子 で あ る 。 付 加 的 素 子 は ， ス タ ン プ （ 特 開 2004-160647号 公 報 ， 特 開 2004-148494
号 公 報 ） ， モ ー ル ド （ 特 開 2003-109915号 公 報 ） ， 金 型 ， ス タ ン パ ー や テ ン プ レ ー ト （ 鋳
型 ） な ど と も よ ば れ る も の で あ る 。 付 加 的 素 子 は ， 公 知 の 方 法 ， 例 え ば 上 記 の 特 開 2004-1
60647号 公 報 ， 特 開 2004-148494号 公 報 ， 又 は 特 開 2003-109915号 公 報 に 記 載 さ れ た 方 法 に
従 っ て ， 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 付 加 的 素 子 の 材 質 と し て ， 石 英 、 シ リ コ ン 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ト 、 サ フ ァ イ ヤ が あ げ ら
れ る 。 付 加 的 素 子 の 概 略 形 状 と し て ， 格 子 状 、 又 は 円 柱 状 が あ げ ら れ る 。 付 加 的 素 子 の 製
造 方 法 と し て ， 電 子 ビ ー ム 露 光 、 光 転 写 露 光 に よ る も の が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 固 定 部 は 、 精 密 XY移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 と 精 密 z移 動 ス テ ー ジ 機 構 部 上 に そ れ ぞ れ 被 加 工
材 搭 載 基 盤 と 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 を 固 定 す る た め の 任 意 の 部 材 で あ る 。 こ れ ら の 固 定 方 法
は 、 真 空 チ ャ ッ ク 方 式 が あ げ ら れ る 。 こ の よ う な エ ア ー チ ャ ッ ク を 実 現 す る た め に そ れ ぞ
れ の 基 盤 の う ち ， 付 加 的 素 子 や 被 加 工 材 が 搭 載 さ れ る 部 位 に は ， た と え ば 直 径 が ２ イ ン チ
の 筒 状 の 吸 引 部 が 設 け ら れ ， そ の 吸 引 部 か ら 吸 気 す る こ と に よ り 固 定 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 加 工 装 置 に よ り 微 細 加 工 を 行 う 場 合 ， わ ず か な ず れ に よ り 加 工 精 度 が 落 ち る 事
態 が 生 じ う る 。 そ こ で ， 各 部 位 は ， グ ラ ナ イ ト ガ ン ト レ ー （ ４ ２ ） な ど に 固 定 さ れ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 下 ， 本 発 明 の 加 工 装 置 の 動 作 例 に つ い て 説 明 す る 。 第 一 の 例 は ， 付 加 的 素 子 を 前 記 被
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加 工 材 に 押 し 付 け ， 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ り 被 加 工 材 を 加 工 す る た め 動 作 例 で あ る 。 被
加 工 材 搭 載 基 盤 が ， 被 加 工 材 を 搭 載 す る 。 一 方 ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 が 付 加 的 素 子 を 搭 載
す る 。 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 が ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 傾
斜 を 制 御 す る 。 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部 が ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 付 加 的 素 子 搭
載 基 盤 の 傾 斜 を 制 御 す る 。 そ し て ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て ， 被 加 工 材 の 位 置 調 整
機 構 部 が ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 前 記 被 加 工 材 の 位 置 （ 特 に 水
平 位 置 ） を 調 整 す る 。 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 が 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 の マ ー キ ン グ 箇 所
の 位 置 を 感 知 す る 。 そ し て ， 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 が ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 に 従
っ て ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 付 加 的 素 子 の 位 置 、 及 び 付 加 的
素 子 と 被 加 工 材 と の 圧 力 を 調 整 す る 。 な お 付 加 的 素 子 の 位 置 の み を 制 御 し て も ， 付 加 的 素
子 と 被 加 工 材 と の 圧 力 を 制 御 し て も ， こ れ ら の 両 方 を 制 御 す る こ と と な る 。 こ れ に よ り ，
付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 と 被 加 工 材 搭 載 基 盤 と の 垂 直 位 置 関 係 な ど が 常 に 所 定 の 関 係 に 維 持 さ
れ る こ と と な る 。 接 触 感 知 機 構 部 が ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭 載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 付 加
的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と が 接 触 し て い る か ど う か を 感 知 す る 。 さ ら に は
， 付 加 的 素 子 と 被 加 工 材 と の 圧 力 を 測 定 し て も よ く ， こ の 場 合 も 結 局 は そ れ ら が 接 触 し て
い る か ど う か 感 知 す る こ と と な る 。 接 触 感 知 機 構 部 が 感 知 し た 情 報 は ， 制 御 部 へ 伝 え ら れ
て も 良 い 。 変 位 レ ー ザ な ど に よ り 構 成 さ れ る 位 置 決 め 機 構 部 が ， 被 加 工 材 搭 載 基 盤 上 に 搭
載 さ れ た 被 加 工 材 と ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 に 搭 載 さ れ た 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 計 測
す る 。 そ し て ， そ の 計 測 情 報 は ， 制 御 部 に 伝 え ら れ る と 共 に ， 観 測 機 構 部 に 伝 え ら れ ， 前
記 位 置 決 め 機 構 部 に よ っ て 計 測 さ れ た 前 記 被 加 工 材 と 前 記 付 加 的 素 子 と の 空 間 的 位 置 を 観
測 可 能 と さ れ る 。 制 御 部 は ， 測 定 系 な ど か ら 入 力 さ れ た 諸 情 報 に 基 づ い て ， 被 加 工 材 の 位
置 調 整 機 構 部 ， 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部 ， 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部 ， 第 ２ の 傾 斜 制 御 機
構 部 ， マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部 ， 接 触 感 知 機 構 部 ， 位 置 決 め 機 構 部 ， 及 び 観 測 機 構 部 の
う ち い ず れ か ひ と つ 以 上 の 動 作 を 制 御 す る 。 な お ， 制 御 部 に は ， パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
ー な ど に 登 録 さ れ た 制 御 情 報 を 用 い て ， 上 記 の 各 機 構 部 の 動 作 を 制 御 し て も 良 い し ， 測 定
系 か ら 得 ら れ た 情 報 と ， 予 め 登 録 さ れ た 情 報 と を 併 せ て 各 機 構 部 の 動 作 を 制 御 し て も 良 い
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た ， 光 系 を 用 い て 二 次 加 工 を 施 す 場 合 は ， 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 な ど に よ り 光 の パ ル
ス ， 出 力 ， 照 射 位 置 な ど を 制 御 す る こ と に よ り ， 一 度 付 加 的 素 子 に よ り 加 工 さ れ た 被 加 工
材 に 再 加 工 を 施 す 。 な お ， 最 初 に 光 系 を 用 い て 被 加 工 材 を 加 工 し ， そ の 後 付 加 的 素 子 に よ
り 二 次 加 工 を 施 し て も 構 わ な い 。 ま た ， 一 度 ， 付 加 的 素 子 に よ り 加 工 を 施 し ， そ の 後 光 系
を 用 い て 二 次 加 工 を 施 し た 上 で ， 先 と は 異 な る 付 加 的 素 子 を 用 い て さ ら に 加 工 を 施 し て も
構 わ な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 下 ， 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 の 加 工 装 置 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ３ は ， 実 施 例 １ に お
け る 加 工 装 置 の 正 面 図 （ 部 分 抽 出 図 ） で あ る 。 図 ４ は ， 実 施 例 １ に お け る 加 工 装 置 の 側 面
図 （ 部 分 抽 出 図 ） で あ る 。 こ の 実 施 例 に お け る 加 工 装 置 は ， 図 １ 又 は 図 ２ に 記 載 さ れ た 河
口 装 置 を 具 現 し た も の で あ る の で ， そ れ ら と 同 一 の 符 号 を 付 す る 。 図 ５ は ， 主 に 被 加 工 材
搭 載 基 盤 を 中 心 と し た ， こ の 実 施 例 に お け る 加 工 装 置 の 部 分 抽 出 図 で あ る 。 図 中 ， ５ １ は
， Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ を Ｘ ， Ｙ 方 向 に 移 動 す る た め の ス テ ー ジ 移 動 機 構 で あ る 。 エ ア ー ベ ア リ ン
グ ス テ ー ジ （ ３ ） と し て ， ダ イ ナ ム （ Dynam） YX300を 採 用 し た 。 こ の も の は ， エ ア ー プ レ
ッ シ ャ ー デ ェ プ レ ッ シ ャ ー 方 式 を 採 用 し た 超 精 密 エ ア ー ベ ア リ ン グ ス テ ー ジ で あ り ， 完 全
浮 遊 キ ャ リ ッ ジ ＋ リ ニ ア モ ー タ を 採 用 し て い る 。 そ の 分 解 能 は ， 40nmで あ り ， 再 現 性 は ±
10～ 20nm， 位 置 決 め 精 度 は ± 2μ m（ 300x300全 域 ） で あ り ， ス ト ロ ー ク は 310X340mmで あ り
， 耐 荷 重 は 3Kg以 上 で あ る 。 キ ャ リ ッ ジ と し て ， シ リ コ ン カ ー バ イ ド セ ラ ミ ッ ク ス 製 の 物
を 用 い た 。 ス テ ー ジ 本 体 （ ４ ２ ） グ ラ ナ イ ト ガ ン ト レ ー を 用 い た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 θ θ θ ス テ ー ジ （ ６ ） は 、 ダ イ ナ ム θ θ θ ス テ ー ジ を 用 い た 。 こ れ は ， DynamYX300キ ャ
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リ ッ ジ （ ３ ） の 上 に 設 置 さ れ て い る 。 そ し て ， 高 精 度 ス ク リ ュ ー （ ニ ュ ー ポ ー ト 社 製 LTA-
HL） に よ り ス テ ー ジ の 角 度 を 調 整 す る 。 各 ス ク リ ュ ー に よ る 分 解 能 は 1x10 - 5  rad以 下 ， ス
ト ロ ー ク は ± 1° で あ り ， モ ー タ と し て パ ル ス モ ー タ を 用 い る 。 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ と し て
ス ト ロ ー ク エ ン ド メ カ ニ カ ル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ が 用 い ら れ て お り ， 限 度 を 超 え て ス テ ー ジ
が 傾 斜 す る 事 態 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 側 の 本 実 施 例 に お け る 加 工 装 置 の 抽 出 図 で あ る 。 付 加 的 素
子 搭 載 基 盤 （ ４ ） と 精 密 Ｚ 軸 移 動 ス テ ー ジ で あ る 位 置 制 御 機 構 部 （ ５ ） と は 連 動 し て お り
， 一 制 御 機 構 部 に よ り 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 の Ｚ 軸 位 置 が 制 御 さ れ ， こ れ に よ り 付 加 的 素 子
の 位 置 が 変 動 さ れ る よ う に さ れ て い る 。 こ の 精 密 Ｚ 軸 移 動 ス テ ー ジ は 図 ５ の ガ ン ト レ ー ４
２ に 固 定 さ れ て い る 。 精 密 Ｚ 軸 移 動 ス テ ー ジ は ， 並 進 ス テ ー ジ TSP100を 用 い た 。 こ の ス テ
ー ジ の 分 解 能 は ， 40nmで あ り ， 再 現 性 は ± 50nmで あ り ， 位 置 決 め 精 度 は ± 2μ mで あ り ， ス
ト ロ ー ク は 100mmで あ っ た 。 ま た ， モ ー タ と し て DCモ ー タ を 用 い た 。 エ ン コ ー ダ と し て リ
ニ ア エ ン コ ー ダ を 用 い た 。 精 密 Ｚ 軸 移 動 ス テ ー ジ の 耐 荷 重 は 20Kgで あ っ た 。 位 置 決 め セ ン
サ と し て ， キ ー エ ン ス 社 製 の 高 精 度 レ ー ザ 変 位 計 LC-2400を 用 い た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ は ， 実 施 例 １ に お け る レ ン ズ 系 を 抽 出 し た も の で あ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ４ ０ ） 又 は
光 学 系 は ， 光 導 入 部 の 位 置 調 整 機 構 部 （ １ ３ ） と 観 察 機 構 部 （ １ １ ） に 搭 載 す る こ と に よ
り X， Y， 及 び Z方 向 に 移 動 可 能 な も の と し た 。 な お ， こ の 例 で は 位 置 調 整 機 構 部 は Ｘ Ｙ 方
向 に 移 動 可 能 で あ り ， 観 察 機 構 部 （ １ １ ） は Ｚ 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 ス テ ー ジ の 分 解 能
は 0.1μ m， ス ト ロ ー ク は 25mmで あ っ た 。 圧 力 セ ン サ と し て 昭 和 測 器 社 製 WBU-20Nを 用 い た
。 こ の 圧 力 セ ン サ は ， ひ ず み ゲ ー ジ 式 加 重 変 換 器 で あ り ， 定 格 要 領 は ２ ０ ニ ュ ー ト ン ， 許
容 過 負 荷 は 150％ ,直 線 性 は 0.015%， ヒ ス テ リ シ ス は 0.015%で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 制 御 系 と し て 公 知 の コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 。 コ ン ト ロ ー ラ と し て ニ ュ ー ポ ー ト （ Newpor
t） 社 製 の MM4006を 用 い た 。 MM4006の サ ン プ リ ン グ タ イ ム は 2KHzと し ， MM4006の サ ー ボ タ
イ プ は PID制 御 と し ， MM4006の イ ン タ ー フ ェ ー ス と し て GPIBを 用 い ， ド ラ イ バ ー と し て New
port社 製 MM4006用 ド ラ イ バ ー を 用 い た 。 ま た ， 制 御 に 用 い ら れ る ソ フ ト ウ ェ ア と し て 精 密
プ レ ス 専 用 ソ フ ト 搭 載 し た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お ， 加 工 装 置 を 所 定 の 室 内 に 置 き ， 温 度 変 化 を ± 0.2℃ 程 度 と し た 。 ま た ， 湿 度 変 化
　 が 30％ 以 下 と し ， ク リ ー ン 度 が ク ラ ス 1,000以 上 と し た 。 エ ア ー 条 件 は ， 6～ 7気 圧 と し
， 精 度 を 設 定 値 に 対 し ± 0.1気 圧 と し た 。 エ ア ー の 流 量 は 600リ ッ タ ー ／ 分 で あ っ た 。 消 費
電 力 は 2.5KW以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 の よ う な 加 工 装 置 を 用 い て ， 被 加 工 材 の 加 工 を 行 っ た 。 こ の 場 合 ， あ る 付 加 的 素 子
を 用 い て 加 工 を 施 し た 後 に ， 付 加 的 素 子 を 取 り 換 え て 加 工 を 行 っ て も ， 殆 ど 位 置 ず れ が 生
じ な い 。 ま た ， 被 加 工 材 と し て ， 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 用 い ， フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ ー に よ り 再 加
工 す る こ と に よ り ， 1次 加 工 よ り 微 細 な 加 工 を 施 す こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 は ， 加 工 装 置 と し て 利 用 さ れ う る 。 本 発 明 は ， 特 に 半 導 体 を 加 工 す る た め の 加 工
装 置 と し て 利 用 さ れ う る 。 本 発 明 は ま た ， フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 な ど の 光 学 素 子 を 加 工 す る た
め の 加 工 装 置 や ， バ イ オ 材 料 ， 高 分 子 ， 医 療 デ バ イ ス の 加 工 装 置 と し て 利 用 さ れ う る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は ， 本 発 明 の 加 工 装 置 の 基 本 構 成 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ， 本 発 明 の 加 工 装 置 の 主 要 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ， 実 施 例 １ に お け る 加 工 装 置 の 正 面 図 （ 部 分 抽 出 図 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ， 実 施 例 １ に お け る 加 工 装 置 の 側 面 図 （ 部 分 抽 出 図 ） で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 ５ は ， 主 に 被 加 工 材 搭 載 基 盤 を 中 心 と し た ， こ の 実 施 例 に お け る 加 工 装 置 の 部
分 抽 出 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は ， 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤 側 の 本 実 施 例 に お け る 加 工 装 置 の 抽 出 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は ， 実 施 例 １ に お け る レ ン ズ 系 を 抽 出 し た も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１ 　 本 発 明 の 加 工 装 置
２ 　 被 加 工 材 搭 載 基 盤
３ 　 位 置 調 整 機 構 部
４ 　 付 加 的 素 子 搭 載 基 盤
５ 　 付 加 的 素 子 の 位 置 調 整 機 構 部
６ 　 第 １ の 傾 斜 制 御 機 構 部
７ 　 第 ２ の 傾 斜 制 御 機 構 部
８ 　 マ ー キ ン グ 位 置 感 知 機 構 部
９ 　 接 触 感 知 機 構 部
１ ０ 　 位 置 決 め 機 構 部
１ １ 　 観 測 機 構 部
１ ２ 　 光 導 入 機 構 部
１ ３ 　 光 導 入 機 構 部 の 位 置 調 整 機 構 部
１ ４ 　 光 源
１ ４ ａ 　 可 視 光 源
１ ４ ｂ 　 紫 外 線 光 源
１ ４ ｃ 　 フ ェ ム ト 秒 レ ー ザ
１ ５ 　 制 御 部
２ １ 　 ミ ラ ー な ど の 光 学 系
２ ２ 　 光 路 の 例
２ ３ 　 光 フ ァ イ バ
２ ３ ａ 　 可 視 光 用 の 光 フ ァ イ バ
２ ３ ｂ 　 紫 外 線 用 の 光 フ ァ イ バ
２ ４ 　 ス テ ー ジ コ ン ト ロ ー ラ
２ ５ 　 土 台
３ １ 　 真 空 引 き 口
３ ２ 　 マ ー キ ン グ
３ ３ 　 マ ー キ ン グ
３ ４ 　 付 加 的 素 子
３ ６ 　 吸 引 口
４ ０ 　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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